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ミック素子の出力電圧の波形に注目すると，それぞれの波形のピークに一定
の時間的ずれが認められる。さらに，同じ載荷速度においては載荷した荷重
範囲が変化しても出力電圧の波形ピーク位置はほぼ同じであり，波形ピーク
値のみが変化することがわかる。
　サイン波形の荷重を載荷した場合，試験片の変位波形は，荷重波形とピーク
が時間的に一致するはずであり，変形速度の波形は荷重波形とピークが1／4
波形ずれが生じるはずである。今回の試験結果から荷重波形と出力電圧波形
を比較してみると，出力電圧波形のピークが明確でない場合もあるが，いずれ
の場合にもほぼ1／4波形のずれが認められることから，圧電セラミック素子
の出力電圧は変形速度に対応したものであると考えられる。
7．3　角巻き溶接部における疲労損傷のモニタリング
　第3章で実施した1条のビード溶接をした平板の疲労試験結果から疲労
き裂が発生して進展していく過程における圧電セラミック素子の出力電圧
範囲と繰り返し回数の関係の一例を，Fig．7．8に示す。なお，この図には，ひず
みゲージによる溶接始端近傍部のひずみ低下率も示してある。
　この図から，溶接始端部近傍のひずみ低下率が低下を開始する前（巨視的
疲労き裂は未発生と判断される）から出力電圧範囲は若干減少し始めて，ひ
ずみ低下率が95％（Fig．3．5から深さ約1㎜の疲労き裂が存在するものと推察
される）となる時点までは出力電圧範囲が直線的に大きく減少することがわ
かる。このことは，溶接始端部からある程度（25㎜）離れた試験片表面に貼付
された圧電セラミック素子の感度が非常に良く，溶接構造物の極く初期損傷
を検知するセンサとして使用できる可能性があることを示しているものと
考えられる。
　また，ひずみ低下率が急激に低下し始めると，出力電圧範囲は逆に増加して
いる。これは，疲労き裂が表面き裂としてある程度の大きさまで成長したた
めに，試験片の面外変形も加わって出力電圧範囲が増加したものと推察され
る。
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　2条のビード溶接をした場合にも，同様の出力電圧の変化を示したが，どち
らのビード始端から疲労き裂が発生したかという判定は，現時点では困難で
あった。圧電セラミック素子の貼付位置なども含めて，今後検討していく必
要があるものと考えられる。
7，4　梁一丁接合部における疲労損傷のモニタリング
第4章で実施した梁一柱接合部を裏当て金を付けて突合せ溶接した場合
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における疲労試験結果から疲労き裂が発生して進展していく過程における
圧電セラミック素子の出力電圧範囲と繰り返し回数の関係の一例を，Fig．7．9
に示す。
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この図に示した出力電圧の計測結果は，梁部表側の溶接止端部近傍に貼付し
たひずみゲージと同じ位置に並べて貼付した圧電セラミック素子によるも
のである。なお，この場合の圧電セラミック素子の出力電圧は数mVしかな
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かったため，圧電型ピックアップのチャージアンプを経由して計測すること
とし，チャージアンプの感度は，出力電圧範囲が数百mVとなるように設定し
た。また，この図には，溶接部表面の溶接止端部近傍のひずみゲージによるひ
ずみ低下率も示してある。
　この図から，試験開始直後から圧電セラミック素子の出力電圧範囲は急激
に減少しており，ひずみ低下率がほぼ100％を維持している段階においても
大きな変動をしていることがわかる。しかも，Fig．7．8に示したビード溶接試
験片の場合の単調な変化ではなく，かなり複雑な変化をしている。
　この原因としては，疲労き裂が表側溶接止端部と裏当て金側の切欠きの2
箇所から発生すること，巨視的な疲労き裂に成長する前にビード表面のさざ
波状凸凹止端から極く微小疲労き裂がいくつか発生した後，発生・合体を繰
り返すために，試験部幅方向にき裂の発生部，未発生部が存在することなどの
影響が推定される。このことから，圧電セラミック素子の出力電圧のばらつ
きも大きくなったものと考えられる。なお，ビード表面のさざ波状凸凹の止
端から早い段階で極く微小の疲労き裂が発生・合体を繰り返すことが，ひず
み低下率100％であっても，圧電セラミック素子の電圧範囲が減少したこと
が推察される。
　しかし，この試験においては，引張り変位から圧縮変位に変わる時点での
ローラの衝撃の影響を受けている可能性があること，および現時点で極く微
小な疲労き裂の発生を確認する方法がないことなどのために，この結果のみ
で，ひずみゲージで検知できない極く微小な損傷を圧電セラミック素子が検
知していると断言することができない。このような圧電セラミック素子の出
力電圧の変動が微小な損傷に十分対応したものであるか否かは，今後さらに
検討していく必要があるものと考えられる。
7．5　疲労き裂伝播挙動のモニタリング
　第6章に述べた疲労き裂の進展に伴う圧電セラミック素子出力の挙動に
ついても、圧電セラミック素子を，疲労き裂伝播試験片の背面と背面近傍の
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疲労き裂伝播経路上に貼付して，疲労き裂の進展に伴う圧電セラミック素子
の出力電圧の変化を調査した。なお，圧電素子の高精度，高感度という特性を
有効に生かすために，貼付した位置は，疲労き裂の先端からの距離が120㎜か
ら60mm程度離れた位置とした。
　Fig．7．10にTMCP鋼母材試験片において疲労き裂伝播中に適宜計測した，
背面での圧電セラミック素子の出力電圧と荷重との関係を示す。また，試験
片表面の疲労き裂が進展する伝播経路上に圧電セラミック素子を貼付した
場合における，出力電圧と荷重との関係の変化について，Fig．7．11に示す。な
お，圧電セラミック素子を貼付した位置は，背面から15㎜の試験片表面で，載
荷する荷重によって圧縮応力が生じる場所である。
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　　　Fig．7．11　丁he　relationship　between　load　and　voltage　Qf
piezoelectric　ceramics　at　the　surface　of　TMCP　＄teel　base　metal
　Fig．7．10から，進展する疲労き裂に対応して，試験片背面に貼付した圧電セ
ラミック素子の出力電圧が大きくなっていることがわかる。また，1つのルー
プにおいては計測結果を9サイクル分表示してあるが疲労き裂長さが一定
の場含には圧電セラミック素子の出力電圧も一定であり，誤差もまったくな
いことがわかる。このことから，疲労き裂の伝播現象の検知に圧電セラミッ
ク素子が使用できるものと考えられる。この図に示した結果において，ルー
プの振幅が大きくなるにつれて，楕円状に分布した圧電セラミック素子の出
力電圧と荷重との関係が，わずかにゆがんでいる原因は進展した疲労き裂が
初期切欠き方向から曲がりながら伝播したことによるものと考えられ，この
ような現象にも，圧電セラミック素子の出力は対応していることがわかる。
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　なお，荷重が載荷過程から二二過程に移る場合，または除荷過程から載荷過
程に移る場合に，圧電セラミック素子の出力電圧はOVとなる。これは，圧電
セラミック素子の電圧が試験片変形の変化率に対応して出力するためであ
り，荷重の変化率が瞬間的に0となって変形の変化率も0となるためである。
　Fig．7．11から，圧縮応力が生じるような試験片表面に圧電セラミック素子
を貼付した場合に，疲労き裂があまり進展していない時点では低荷重下で出
力電圧のループに変曲点が生じていることがわかる。この原因は，試験片に
圧縮応力が生じていることに対応しているものと考えられる。この場合に
も，1つのループに9サイクル分の計測結果を表示してあるが，誤差は全くな
いことがわかる。
　溶接残留応力が存在しないTMCP鋼溶接継手において，疲労き裂が溶接熱
影響部を断ち切るように伝播する場合の，疲労き裂伝播中に適宜計測した，背
面での圧電セラミック素子の出力電圧と荷重との関係の変化を，Fig．7。12に
示す。また，TMCP鋼溶接継手試験片表面における疲労き裂の進展に伴う圧
電セラミック素子の出力電圧と荷重との関係の変化について，：Fig．7．13に示
す。なお，これらの図において黒丸印は，疲労き裂の進展につれて圧電セラ
ミック素子の出力電圧が増大する過程の，また，白丸印は，疲労き裂の進展に
つれて圧電セラミック素子の出力電圧が減少する過程の計測結果を示して
いる。
　これらの図から，TMCP鋼溶接継手においても，疲労き裂伝播挙動に対応し
て圧電セラミック素子の出力電圧が大きくなることがわかる。なお，圧電セ
ラミック素子の出力電圧が減少過程にある時期は，溶接継手熟影響部の軟化
域に疲労き裂が突入している時期に一致している。このことは，降伏応力が
母材よりも約20％低下している軟化域が変形しやすいために，疲労き裂が存
在する部分とリガメント部分とで試験片の変形が不連続になっていること
に，圧電セラミック素子の出力電圧が対応しているものと考えられる。圧電
セラミック素子は，このように疲労き裂の伝播経路中に材料の特性が変化す
る場合にも，使用可能であることが推察される。
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　　　　　　　　welded　joint　with　re＄iduai　stress
　溶接残留応力が存在する場合のTMCP鋼溶接継手において，疲労き裂が溶
接熱影響部を断ち切るように伝播する場合の，疲労き裂伝播中に適宜計測し
た，背面の圧電セラミック素子の出力電圧と荷重との関係の変化を，：Fig。7．14
に示す。
　この図から，圧電セラミック素子の出力電圧は，低荷重域で溶接残留応力が
存在しない場合に比べて減少して，楕円分布を示していないことがわかる。
このことから，溶接残留応力が存在する場合の疲労き裂の伝播・挙動も，圧電セ
ラミック素子によって評価できる可能性があることがわかる。
　以上の図から，圧電セラミック素子の出力電圧は疲労き裂の進展挙動に対
応して，大きくなっていることが確認することができ，圧電セラミック素子が
疲労き裂伝播挙動を検知するためのセンサとして使用可能であるものと考
えられる。さらに，前述の利点のほか，圧電セラミック素子は電圧を出力する
ことか・ら，動ひずみ計のような高価な計測器を用いることなく，安価な電圧計
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を用いることができること，ひずみゲージのように計測開始時に0バランス
を取っておく必要がないこと，および計測途中での計測装置の着脱も可能で
あることなど，様々な利点を有している。
7。6圧電セラミック素子をシステムに適用するための検討
　実構造物の損傷をモニタリングする場合，実験室での試験と異なって荷重
をモニタリングした結果を荷重との関係で評価することが不可能である。そ
こで，圧電セラミック素子によるモニタリング結果を時刻歴で評価する方法
を検討した。
　TMCP鋼母材試験片の背面に貼付した圧電セラミック素子の出力電圧の
変化を，疲労き裂がある程度進展することに時刻歴で，Fig．7．15に示す。なお，
この図には，載荷した荷重の時刻歴も示してある。
　この図によっても，疲労き裂の進展によって圧電セラミック素子の出力電
圧が増大することが確認できる。しかし，通常の疲労き裂伝播試験レベルで
は非常に精度が高い結果が得られているものの，今回用いた疲労試験機がデ
ジタル制御されているために，制御信号に対応した圧電セラミック素子の出
力電圧が含まれていることを別途三角波荷重を載荷して確認した。そこで，
き裂先端の微小な開閉口に対応することが可能か否かということを，計測結
果を次のように処理することで確認した。疲労き裂が進展しても，今回の試
験は荷重制御で実施されているために，デジタル制御信号による圧電セラ
ミック素子の出力電圧はほとんど変化しないことが推察されること，また疲
労き裂発生直後にはき裂先端の開閉口挙動が現れないことなどを考慮して，
疲労き裂がある程度進展して明確にき裂先端の開閉口挙動が現れるように
なった時点の圧電セラミック素子の出力電圧を，それ以降の疲労き裂伝播に
おける圧電セラミック素子の出力電圧から引き算した。その結果のうち，1
つの引き算電圧と荷重との時刻歴を，Fig．7．16に示す。
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　　　　結　1。。　2。。　3。。　4。。　5
　　　　　　　　　　　　　Time　t　（m＄eG）
　Fig。7，17　Time　historie＄　on　subtracted　vQltage　at　back一一faGe　of
　　　　　　　　　　　曜『MCP　steel　welded　jQint
　この図から，わずかな変化であるものの，き裂先端が閉口する荷重付近およ
び開口荷重付近に電圧分布の変曲点が現れていることがわかる。
　：Fig．7、17に，TMCP鋼溶接継手において，軟化域付近を伝播1する場合の引き
算出力電圧の時刻歴を示す。
　このような場合にも，圧電セラミック素子の出力は明確に対応して変化し
ていることがわかる。
　ひずみゲージでき裂先端の開閉口挙動を計測する場合，計測対象のひずみ
ゲージはき裂先端から数㎜以内に貼付しておく必要があるが，今回の背面圧
電セラミック素子はき裂先端からの距離が120㎜から60nun（伝播試験で対象
としたき裂長さは30㎜から90㎜）離れていても，き裂先端閉口荷重や開口荷
重に対応する出力変化が認められ，圧電セラミック素子は改めて高感度であ
ることが明らかとなった。
　以上の結果から，モニタリングに使用する評価方法については，さらに検討
を要するが，圧電セラミック素子が疲労き裂伝播の加速・減速挙動を考慮し
た検知に適用可能であるものと考えられる。
112
7．6　結　言
　本章では，ひずみゲージに替わる高感度・高精度で，高耐久性があり，かつ貼
付作業が簡単なセンサとして，圧電セラミック素子の適用を検討した結果を
示した。得られた結果は，以下のとおりである。
1）圧電セラミック素子は，疲労損傷に対応してその出力電圧が変化するこ
　とを確認した。しかも，ひずみゲージが巨視的な疲労損傷に対応している
　のに対して，圧電セラミック素子の出力電圧は破壊のより早い段階で変
　動し始めており，微小な損傷にも対応している可能性があることが推察
　され，感度がより優れているものと考えられる。
2）ひずみゲージでは検知できない初期の段階での圧電セラミック素子出力
　電圧の急激な変化が，極く微小な疲労損傷に対応しているか否か，および
　複数のき裂発生源が存在する場合におけるき裂発生方向の判定方法に関
　しては，今後さらに試験を実施して，検討する必要がある。
3）疲労き裂の伝播挙動を検知することについて，圧電セラミック素子を用
　いることでできることを確認した。また，荷重を直接計測できない実構造
　物において，圧電セラミック素子の出力電圧を評価する方法を提案し，疲
　索き裂先端の開閉口挙動も評価できることを示した。
4）経年変化が少なく，貼付作業も簡単な圧電セラミック素子は，ひずみゲー
　ジに代わって損傷および伝播を検知するセンサとして非常に有効となる
　可能性を示した。
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第8章
結論
114
　近年，社会資本の整備において，設計理念としてのライフサイクルコストと
いう概念が導入されている。当初の建設費だけではなく，点検費や補修費，あ
るいは解体費まで含めた費用によって評価された構造物が，どれだけ長い間，
安全に使用できるかが議論されている。
　これまで構造物の健全性を維持するためのモニタリング手法は，それぞれ
の構造物において研究され運用されてきたが，その主たる目的は損傷の発見
による安全性の確保である。今後のライフサイクルコスト低減のための維
持・管理手法は損傷を極めて早期に発見し，安全性を前提に損傷の進展を把
握しながら，最も経済的な補修時期を探る必要がある。そのためには，現在行
われているモニタリングシステムでは，各種センサまでに到達するまで状況
を把握できないことや，検知方法が構造全体の挙動に着目しており，局部的な
損傷を検知できないことなどで，目的が達成できない。
　本研究において開発しようとする損傷モニタリングシステムは，構造物の
造り替え，大規模な修理を伴わずに，軽微な補修のみで健全な状態を回復でき
るよう聴く微小な損傷を発見することが可能なものである。
　経年劣化による損傷のうち，極く初期の段階で発生する損傷は，鋼構造物の
接合部に外力が繰り返し作用するために，溶接接合部に存在する構造的不連
続，溶接ビード止山の局部的応力集中，溶接残留応力の影響によって発生する
疲労き裂である。その後，疲労き裂が進展して最終的な脆性破壊に至ること，
または過大な外力が作用することによって内在するき裂を起点とする脆性
破壊に至ることもある。
　このような極く微小な損傷は構造物全体の挙動を測定しても，検知できない
が構造的不連続部，溶接止端部の局部的応力集中，および溶接残留応力が重
畳した力学的環境にある小さな範囲の部位を注目すれば，把握可能である。
　本研究においては，鋼構造物において，補強材として取り付けられるブラ
ケットやステイフナの角巻き溶接部や，鉄骨構造物の梁一回接合部を対象と
して，初期の極く微小なき裂の発生と進展を検知するシステムを開発するこ
とによって，溶接構造接合部の疲労き裂を起因とした破壊現象の発生を判定
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するモニタリングシステムの構想を検討した。
　また，疲労き裂の加速・減速・停留の進展状況を把握するためには，疲労き
裂先端の弾塑性挙動を計測する必要がある。このため，極く微小な疲労き裂
の発生と開閉口が明確に現れない状態から現れる状態にわたる，疲労き裂の
進展をモニタリングすることとした。推定された損傷程度から残存強度や余
寿命を推定するシステムとして，実荷重とき裂長さを検知しても余寿命評価
が困難であるために，き裂先端のヒステリシスループに現れる閉口挙動に
よって生じる変曲点をモニタリングすることで，疲労き裂の加速・減速を把
握して余寿命評価に用いることを検討した。
　また，モニタリングに使用するためのひずみゲージに替わる高精度，高感度，
かっ高耐久性を有するセンサの特性についても調査した。このためには，従
来の研究で用いられている破断して損傷を検知するセンサの替わりに損傷
が発生する箇所からある程度離れた位置からでも損傷の状況を把握するこ
とが可能な高感度・高精度で，かつ耐久性に優れたセンサが必要となる。こ
のセンサの確認，センサの配置法，およびその出力による損傷の評価法につい
ても調査した。
　これらをまとめると次のようになる。
第1章
　第1章では，本論文の背景と研究目的について述べた。
第2章
　第2章では，構造物のモニタリングについての，現行の保守，点検の法的規
制や実際の運用状況について調べ，耐震設計の変遷と地震による被害，あるい
は構造物を取り巻く社会情勢などからの考察により，疲労損傷モニタリング
の必要性と，そのための開発の方向性について検討した。
　その結果，構造物において，近年さまざまに提案されているモニタリング手
法においても，全体に影響を及ぼさない極く軽微な損傷を注目したものは，ほ
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とんど見られない一方，これまで，その自重の軽さから，地震による被害の少
なかった建築鋼構造物が，きわめて大きな地震力があった事例では，多くの損
傷が発生し，疲労き裂がその原因と思われる事例も報告されていることが判
明した。したがって，社会情勢や環境問題による，鋼構造物の長寿命化が必要
とされているなか，疲労き裂を起点とする，脆性破壊に対する安全性確保のた
め，疲労損傷のモニタリングの必要性が高まっていることを示した。
第3章
　第3章では鋼構造物の溶接止端部からの疲労損傷発生の有無，および疲労
き裂が進展していることを検知する方法について，板に補剛材を隅肉溶接し
た，角巻き溶接部を模擬した試験片を対象にして，ひずみの低下率を測定する
ことによって，疲労損傷の把握が可能であるか検討した。
　その結果，溶接構造接合部の初期疲労損傷及び進展の検知には損傷が発生
する可能性がある，溶接止端部近傍に貼付したひずみゲージによって無損傷
時からのひずみ変動の変化をモニタリングする方法が，非常に有効であるこ
とが判明した。また，ひずみ低下率が低下している状態とその時点での疲労
破面の形状から，ひずみ低下率と疲労き裂の進展に明確な関係があることを
確認した。
　さらに，不規則な実際の荷重に対しても対応できるように，溶接止端部近傍
と，同じ荷重軸線上で局部的集中荷重はほとんどない箇所とのひずみの比を
対象にして，同じ測定箇所が無損傷の場合と，疲労損傷を受けた場合を比較
した。その結果，計測する2つのひずみが弾性範囲内にあれば，疲労き裂の発
生，進展に対してひずみ低下率とほぼ同じ数値の変化が存在することを確認
した。また，これらの数値をモニタすることによって，疲労き裂の発生・進展や
その加減速も把握できることを確認した。
第4章
　第4章では，鉄骨構造物の梁一宇接合部に模した試験体において，いくつか
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の溶接部当て方法に対する溶接止端部からの疲労き裂の発生や進展を検知
する方法を検討した。
　その結果，梁一柱接合部においても，溶接構造物の初期疲労損傷の検知には，
損傷が発生する可能性がある，溶接止端部近傍に貼付したひずみゲージに
よって，モニタリングする方法が有効であり，また，発生した疲労き裂が成長
するにしたがって，発生箇所近傍のひずみは次第に減少することから，事前に
ひずみ低下量と損傷程度の関係を明らかにしておくことで，損傷の程度を把
握することが可能であることが確認できた。
　さらに，裏当て金を用いた三一柱接合部のように，複数の損傷発生源がある
場合にも，それぞれの箇所のひずみ低下率をモニタリングすることで，発生箇
所，加速・減速・停留などの進展状況があるか否かを従来の方法よりは正確
に把握できることを明らかになった。
第5章
　第5章では溶接構造接合部の疲労損傷を，第3章および第4章で開発した
システムを用いることにより把握し，その結果から，脆性破壊や延性破壊が起
こらぬように溶接構造接合部の健全性をモニタできるシステムの構想につ
いて検討した。
　その結果，疲労き裂を把握するシステムを活用して，溶接構造接合部で局
部的応力集中が起こる場所の疲労き裂を把握することによって，接合部全体
の脆性破壊，延性破壊の発生を検知し，残存強度や余寿命について評価するこ
とのできる疲労損傷モニタリングシステムの構想を，既存の構造物や恒常的
でない測定といった条件も付加して提案した。
　また，試設計した建築鋼構造物モデルにおいて，溶接構造接合部の疲労損傷
モニタリングシステムを適用させる検討を行った。
第6章
　第6章では，推定された損傷程度から残存強度や余寿命を推定するシステ
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ムとして，疲労き裂伝播試験によって，き裂先端のヒステリシスループに現れ
る閉口挙動によって生じる変曲点をモニタリングすることで，疲労き裂の加
速・減速を把握して余寿命評価に用いることを検討した。
　その結果，汎用の計測機器のみで，疲労き裂の定常的伝播過程におけるき裂
先端の高い応力集中のために生じる弾塑性挙動による開閉口挙動を高精度
で把握すること，疲労き裂先端の微小なヒステリシスループがモニタリング
に十分適用できる精度で計測することに成功した。
　このことにより，計測されたヒステリシスループの閉口する荷重をモニタ
リングすることにより，伝播に寄与する荷重範囲を把握することができ，これ
によって疲労き裂の伝播速度の推定が可能であることを示した。
第7章
　第7章では，従来の研究で用いられている破断して損傷を検知するセンサ
の替わりに損傷が発生する箇所からある程度離れた位置からでも損傷の状
況を把握することが可能な高感度・高精度で，かつ耐久性に優れたセンサが
必要となることから，圧電セラミック素子に注目し，このセンサの確認，セン
サの配置法，およびその出力による損傷の評価法について検討した。
　その結果，圧電セラミック素子は，疲労損傷に対応して，その出力電圧が変
化することを確認した。しかも，圧電セラミック素子の出力電圧は破壊のよ
り早い段階で変動し始めており，微小な損傷にも対応している可能性がある
ことが推察され，感度がより優れているもの判断できた。
　また，疲労き裂の伝播挙動を検知することについても，圧電セラミック素子
を用いることで可能なことを確認した。また，荷重を直接計測できない実構
造物において，圧電セラミック素子の出力電圧を評価する方法を提案し，疲労
き裂先端の開閉口挙動も評価できることを示した。
　以上の結果から，経年変化が少なく，貼付作業も簡単な圧電セラミック素
子は，ひずみゲージに代わって損傷および伝播を検知するセンサとして非常
に有効となる可能性を示した。
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　しかし，ひずみゲージでは検知できない初期の段階での圧電セラミック素
子出力電圧の急激な変化が，極く微小な疲労損傷に対応しているか否か，およ
び複数のき裂発生源が存在する場合におけるき裂発生方向の判定方法に関
しては，今後さらに試験を実施して，検討する必要がある。
　以上の結果から，これまで調査する方法が示されていなかった溶接構造接
合部の極く微小な段階でのき裂の発生の検知と，その進展の状況の把握を行
う疲労損傷モニタリングシステムの構想を示すことができた。建築鋼構造物
のように，耐火被覆や，塗装仕上げ等で状況を直視できない状況においても，
疲労き裂の発生，進展状況を把握できるモニタリングシステムが実用化でき
れば，社会的要求から，より安全に長く使える溶接鋼構造物をめざす技術者に
とってきわめて有効なツールになりえることを確信する。
　今後は，実際の鋼構造物において，き裂の発生や進展を評価できるような
精度でのひずみの計測の可能性，ひずみ集中低下率と疲労き裂長さの関係の
簡便な計算方法の開発，長期にわたる疲労損傷モニタリングの実現性などの
問題を解決して，実地の運用を行う。また，この計測結果でのき裂の状況の把
握による，残存強度や補修時期を確定させる評価システムづくりを行う。
　さらに高感度・高精度で，かつ耐久性に優れたセンサが必要となることか
ら，圧電セラミック素子の有効な活用についても，検討を進めていかなくては
ならない。
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付　録
特殊建築物の定期調査チェックシート
　　　　　　（構造関係）
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C構造関係
調　　査　　項 目
1基礎
①沈下、亀裂、欠損等によって上部構
　造が影響をうけていないか。
2土台
①腐れ、欠損等によって上部構造が影
　響を受けていないかみ
3柱・梁・壁・床等
①コンクリートに亀裂、脱落はないか。
②鉄筋鉄骨に露出、腐食はみられない
　か。
③その他腐れ、欠損、肌離れ、ゆるみ
　等がないか。
4天井
①大きなたるみはないか。
②吊り木、野縁等下地材のはずれ等が
　みられないか。（目視可能な部分に
　ついてのみ）
③仕上材にたるみ、亀裂、肌離れ等が
　あり、はく落、落下のおそれがない
　か。
5窓枠・サッシ・ガラス
①腐朽、ゆるみ等によって落下または、
　はずれのおそれがないか。
②硬化パテ止めのはめごろし窓となつ
　ていないか。
6外壁
①貼石、タイル等仕上材及びラスモル
　タル塗壁のはく落、落下のおそれが
　ないか。
結果
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概況及び改善方策
記
号
調　　査　　項　　目
7広告塔、吊り看板等
①屋外に固定されたものが十分に緊結
　されているか。（支持部の浮上り、腐
　食、ゆるみ　　等）
②各構成部材はゆるみ等がないか。
8煙突
①煙突が傾斜していないか。また、亀裂、
　はく落等がないか。
②支持金物の緊結状態はどうか。
結果 概況及び改善方策
記
号
i）総合所見
i）特記を要する事項
通）改善方策
127
